いたま 

こちら 母 思 ひしょり はや つれ 居 給 はず、 君が かく 帰 

し 給 ひしみな さけ を 大喜び 致し、 皆の 者に 誇り をリ 候。 

おせい さん は 少しなら ず 思 ひく づ をれ 候 すがたし るく、 

い りょじ ゆん 

わかき 人 をお きて 出で し 旅 順の 弟の、 たび/ \ 帰り 

にいづま 

て 慰め くれと 申し こし 候 は、 母よりも 第一に この 新妻 

の 上と、 私見る から 涙 さしぐ み 候。 弟、 私へ は あの や 

うに しげ/ \ 申し 参りし に、 宅へ はこの 人へ も 母へ も 

余リ 文お くらぬ 様子に 候。 思へば 弟の 心 ひとし ほ あは 

れに 候て。 

おん 礼 を 忘れ 候。 あの 晚 あの 雨に 品 川まで 送らせ ま 

くわわ 

つり、 お帰りの 時刻に は 吹きぶ り 一層 加り 候 やうな 



こと しぶ や 

りしに、 殊にう すら 寒き 夜 を、 どうして 渋 谷まで 着き 

給 ひし 事 かと 案じく 致し 候 ひし。 窓に お 顔見せて プ 

ラッ トホ— ムに 立ち居 給 ひし 父 様の 俄 に 見えず 成リ 

ひ 力る なが 

給 ひしに、 光 不安な 不思議な 顔して 外の み 眺め、 気 を 

すえ きん 

替 へさせむ と 末 さまん \ すかし 候へ ど、 金と との 話 も 

水ぐ る まの 唱歌 も 耳に とめず、 この 小き 児の 胸 知ら 

またた ひらぬ ま 

ぬ 汽車 は 瞬く 内に 平 沼へ 着き 候 時、 そこの 人 ごみの 

中に も 父 さま 居 給 ふやと、 ガラス戸 あけよ と 指さし し 

て 戸に 頭つ け 候に、 そとに 立ち居し 西洋 婦人の 若き が 

認めて、 帽に花 多き 顔つ と 映し、 物い ひかけ て そやし 

睽思 ひがけな さに、 危く 下に 落つ るば かりに 泣き ころ 



うち 

し 商家の あるじ はな かりし に 候。 弟が 宅へ は 手紙 ださ 

ぬ心づ よさに も、 亡き 父の おもかげ 思 はれ 候。 まして 

九つより 『栄華』 や 『源氏』 手に のみ 致し 候 少女 は、 

み よ しもざま 

大きく 成りても ます/ \ 王朝の 御代な つかしく、 下様 

げす つづ いまどき 

の 下司ば リ候 ことのみ 綴り 候 今時の 読物 を あさましと 

思 ひ 候 ほど なれば、 『平民 新聞』 とやら の 人た ちの 御議 

論な どひと 言き き て 身ぶ る ひ 致し 候。 されば とて 少女 

いくさ や 

と 申す 者 誰も 戦争 ぎら ひに 候。 御 国の ために 止む を 得 

ぬ 事と 承りて、 さらば このい くさ 勝てと 祈り、 勝ちて 

早く 済めと 祈り、 はた 今の 久しき わびず まひに、 春以 

来 君に めりやすの しゃつ 一 枚 買 ひま ゐら せた きも 我慢 



して 頂き をり 候 ほどの なかより、 私ら が 及ぶ だけの こ 

と を このい くさに どれほど 致し をり 候 か、 人様に 申す 

ちょうちん 

べきに 候 はね ど、 村の 者 ぞ知リ をり 候べき。 提灯 行 

列の ための みに は 君 ことわり 給 ひつれ ど、 その他の こ 

いずみ しゅっぺい 

と はこの 和 泉の 家の 恤兵 の 百 金に も 当り 候 はず や。 

ぎょしゃ ばて い 

馬車 きらびやかに 御者 馬丁に 先き 追 はせ て、 赤十字社 

すえ きこ 

への 路に、 うちの 末が 致しても よき ほどの 手 わざ、 聞 

ほうた いまき 

え はお どろし き 繃帯 巻 を 、 立 派な 令夫人が なされ 候 や 

ま ね 

うの おん 真似 は、 あな かしこ 私な どの 知らぬ こと 願 は 

つとめ 

ぬ ことながら、 私の、 私 どもの この 国び ととしての 務 

は、 精一杯 致し をり 睽 つもり、 先日 XX 様 仰せられ 候、 



わが 弟 は、 あの やうに しげ/^ 妻の こと 母の こと 身 ご 

もり 候 児の こと、 君と 私との 事 ども 案じ こし 候。 かや 

うに 人間の 心 もち 候 弟に、 女の 私、 今の 戦争 唱歌に あ 

り 候 やうの こと 歌 はれ 候べき や。 

私が 「君 死にた まふ こと 勿れ」 と 歌 ひ 候 こと、 桂月 

様たい さう 危険なる 思想と 仰せられ 候 へ ど、 当節の や 

うに 死ねよ/ \ と 申し 候 こと、 またな にごと にも 忠君 

おそれ ごちよ くご 

愛国な どの 文字 や、 畏 お ほき 教育 御 勅語な ど を 引き 

て 論ずる ことの 流行 は、 この 方 かへ つて 危険と 申す も 

のに 候 はず や。 私よ く は 存ぜぬ ことながら、 私の 好き 

な 王朝の 書き もの 今に 残り をり 候 なかには、 かやう に 



おそれ もつ.. こい 

人 を 死ねと 申す こと も、 畏ぉ ほく 勿体なき ことか ま 

はずに 書きち らした る 文章 も 見あたらぬ やう 心得 候。 

いくさの こと 多く 書きた る 源平 時代の 御 本に も、 さや 

うのこと は ある まじく、 いかが や。 

歌 は 歌に 候。 歌よ みなら ひ 候から に は、 私 どうぞ 後 

の 人に 笑 はれぬ、 まことの 心 を 歌 ひお きたく 候。 まこ 

との 心うた はぬ 歌に、 何のね うちか 候べき。 まことの 

歌 や 文 や 作らぬ 人に、 何の 見どころ か 候べき。 長 

としつき 

き/ \ 年月の 後まで 動かぬ か はらぬ まことの なさけ、 

まことの 道理に 私 あこがれ 候 心 もち 居る かと 思 ひ 候。 

この 心 を 歌に て 述べ 候 こと は、 桂月 様お 許し 下された 



にて おはし 候 桂月 様、 なにと て 曾孫の やうなる 私すら 

おぼろげに 知り 候 歌と 眼の 前の 事との 区別 を、 桂月 様 

ど う 遊ば し 候に や。 日 頃 年頃 桂 月 様 をお ぢぃ 様の やう 

うやま 

に 敬 ひ 候 私、 これ はちと 不思議に 存じ 候。 

なほ 桂月 様 私の 新体 詩 まが ひの もの を、 つたな 

レく， 柄に なき ことすな と 御 深切に お叱り 下され 候 

ことかた じけ なく 思 ひ 候。 これ は 私のと がに あらず、 

君の い つも/^ 長き もの 作れと 勧め 給 ふよりの 事に 候 _ 

しかし また 私考へ 候に、 私の 作り 候 ものの 見苦しき は 

仰せられず ともの こと、 桂月 様 をお ぢぃ 様、 私 を 曾孫 

と 致し 候へば、 御 立派な 新体 詩のお 出来な され 候 桂月 



様 は 博士、 やうく この頃 君に 教 へて 頂きて 新体 詩 ま 

が ひ を 試み 候 私 は 幼稚園の 生徒に て 候。 幼稚園に て か 

たなり のま まに 止め 候 はむ こと、 心外な やうに も 思 ひ 

i 矢。 

かやう なること 思 ひつ づけて、 東海道の 汽車 は大阪 

ひかる 

まで 乗り通し 候 ひき。 光 今夜 はよ く 眠り 候へば、 う 

つかり 長き こと 書き つらね 候 かな、 時計 は 朝の 壶時を 

打ち 候に。 君 も 今頃 は 筆お き 給 ふ 頃、 坊 たちが をら で 

静 なる 夜に 何の 夢 か 見 給 ふらむ。 今日 父の 墓へ まゐり 

候。 去年の この頃し のび 候て、 お 寺の 廊の 柱に しばら 

く 泣き 申し 候。 



光 は 末が 負 ひて 竹 村の 姉の 許へ、 天神 様の 鳩 を 見に 

など 行き 候。 かしこに 猿 も あり、 猿 は 行儀 わろ きもの 

ゆえ しげる ほお 

故 見すな とい ひき かせ 候。 おば あ 様 は 秀を頰 ずり し 

給 ひ、 もう 今から、 帰った あとで この 児が 一番 心に か 

かるべし と 申され 候。 光 は 少しも ここの 人た ちに 馴れ 

ず、 またして は 父さんへ のん/ \ 〔# 「のん く」 に 

傍点〕 と 申し、 末と 大道への み 出た がり 候。 

かの きみ 

汽車 中に てまた 新版の 藤 村 様 御 集、 久しぶりに 彼 君 

はじめ 

のお 作 読み 候。 初の かたは 大抵 そらに も 覚え をり 候 

へば、 読み ゆく 嬉し さ、 今日 ここにて 昔の 箏の 師匠に 

逢 ひしと 同じ ここちに 候 ひし。 宅の 土蔵の 虫 はみ し 版 



ならず、 あさまし きこと 憂き こと、 きの ふの 夕より 知 

リ そめし に 疾。 

竹 村の 姉が り訪 ひしに、 私 は 聞かで もよ きこと、 姉 

は 語らで は あられぬ こと 耳に 致し、 人の子に 否と こた 

へし わが 名、 もとより なりと 何も/^ 思 ひすて をり 候 

もの を、 をみ ななり、 今更に 悲しう、 父 あらぬ 身 を わ 

びし と 思 ひ 知り 候。 母 も 宅の 者 誰も その 事 しらず 候へ 

ど、 姉より 聞けば、 むかひ 側の 家 今 は 人の 家 なれば、 

私 帰る とも そこへ は 一歩 も ふむ を ゆるすな と、 は 

るぐ 英国より △△ まで。 —— 君 おしはかり 給へ。 I 

I それに その 人、 私の 着く とやが て 来て、 ちと 来よ な 



うへ に 私の 手垢つ きしかず く、 また 妹と 朱な ど 加へ 

しがら みそうし 

し 『柵 草紙』 のた ぐ ひ、 都へ も 引きと らま ほしく、 母 

ゆるさば、 父の いつも おもかげ うつし 給 ひし 大きな 

すがたみ ふとん 

姿見 もろとも、 蒲団に なと くるませて 通運に 出さす ベ 

< 候 o 

母ます く 文学 狂に なり 候て、 よべ も 歌の 話い 

ろくと 致し、 君の 祭 見る 日の 下 加 茂の 橋 はつ まらず 

と 申し、 大 井川 濃き 緋の 帯の いくたりの 鼓 拍子に 船 は 

離れぬ は、 かしこの 景色す きなる ものから、 それ はよ 

しと 喜びて いくたび も 口ずさみ 候。 また 松 田な どや 申 

し 候 ひけむ、 山の 人と はきつ とお えらき 人なる べし、 



あす 天気よ ろしく ば、 光に 堺の 浜み せて やれと 母 申 

して 寐た まひ 候。 

(『明星』 一 九 〇 四 年 一 一 月) 
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